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に

文

中
に

表
現
さ
れ
て

い

る

こ

と

で

あ
る

が
、

コ

即
一

切
」

コ

在
一

切

中
」

な
ど
の

句
に

お

け
る

＝

切
」

と

は、

「

一

切

法
・
一

切

諸

法
・

万

法
」

と
も

言
え
る

も

の

で

あ
っ

て、

こ

こ

で

は

＝

切
の

事
法
の
一
一
」

を

表
し
て

い

る

と

考
え

て

よ

い
。

加
え
て

法

蔵
は
、

「

事
事
無

礙
」

の

世

界
の

在
り

方
を

説
明
す
る

規

定
を

十
個
挙
げ

て

い

る
。

「

所
詮
」

の

義
理

と

し

て

の

「

十

玄
縁
起
無
礙
法
門
」

の

説
（
第
卜
章）

で

あ
る

。

そ

の

中

で、

 

「

広
狭
自
在
無
礙
門
」

で

は
、

一

蓮

華
を
一

事
法
の

例
と

し
て、

「

彼
の

華
葉
は

法
界
に

普
周
し

て

而
か

も
本

位
を

壊
せ

ず
。

」

と

説
く
が
、

澄

観
（…、
華

厳
経
疏
鈔
』

玄
談）

は
、

広
と

は

事
が
理

の

如
く

遍
ず
る

を

言
い
、

狭
と

は

事
相
を
壊
せ

ざ
る

を

言
う、

な
ど
と

理

解
す
る

が
、

上
の

A
の

確

認
に

も

な

っ

て

い

る
。

 

1
一

「

一

多
相
容

不

同
門
」

で

は、

「

此
の

華

葉
は

己
れ

を

舒
べ

て

遍
く
一

切
の

法
界
の

中
に

人
れ
、

即
ち
一

切
を

摂
し

て

己
れ

の

内
に

入
れ
し
む

。

舒
と

摂
と

は

同
時
に

し

て

既
に

障

礙
す
る

こ

と

無

し。
」

と

説
く
が

、

こ

の
一
一

切
・
一

切
】

の

相
入
は
、

事
象
の

は

た

ら
き

〔

用
〕

に

よ

っ

て

起
こ

る
。

 
」
二

「

諸
法

相
即
自
在

門
」

で

は
、

「

此
の
一

華
葉
は

己
れ

を

廃
し

て

他
に

同
ず
る
時
は

体
を

挙

げ
て

全
く

是
れ

彼
の
一

切
の

法
な

る

な

り
。

而
か

も

恒
に

他
を

摂
し
て

己

れ

に

同
ず
る

時
は

全
く

彼
の
｝

切
の

法
は

即
ち

是
れ

己
れ

の

体
な

る

な

り
。

一

と

多
と

相
即
し

混
じ

て

障

礙
す
る
こ

と

無
し

。

」

と

説
く
が、

こ

の
｝
一

切
・
一

切
】

の

相
即
は
、

事
象
そ

の

も
の

〔
体
〕

の

見
方
か

ら、

そ
れ

ぞ

れ
「

異
体
」

∴
同
体
」

の

関
係
と

さ

れ
る

。

　
か

く
見
て

く
る

と
、

「

事
事

無
礙
」

は
い

ず
れ
の

関

係
に

お

い

て

も、

「

理
」

を
媒
介
と
し

て

は

じ

め

て

成
り
立
つ

と

言
う
こ

と
が

で

き

る。

井

筒
俊
彦
氏
は

、

「

「

理

事
無
礙
」

は

「

事
事

無
礙
」

の

根
拠
で

あ
り

」

、

前

者
な
し
に

は

決
し
て

後

者
は

成
り
立
ち
得
な
い

と

言
う

。

華
厳
的
世
界
に

お

い

て

は

事
・

事
事
の

成
立
の

背
後
に

は
徹
底
し

て

理
（
真
如）

が

関
与

し
て

い

る

と

い

う
よ
う
に

見
る

と、

事
象
（
現
象）

の

背
後
に

真
実
在
と

し
て

の

イ
デ

ア

を
予
想
す

る

プ

ラ

ト

ン

哲

学
が

思
い

出
さ

れ

る
。

ど

ち

ら

の

思

想
に

お

い

て

も、

二

元

的
な
原
理
を
立
て

な

が

ら
、

二

者
を

対
立
の

ま

ま

に

お

く
の

で

は

な

く、
「

密
接
不

離
な

関
係
」

状
態
（
融

通
無
礙

、

分

有
・

与
っ

て

い

る

こ

と
）

を

保
持
す
る

の

で

あ

る
。

日

本
中
世
の

寄
進
状
に

つ

い

て

稲

城

　
正

　
己

　

寺
院
へ

の

土

地
や
財
貨
の

寄
進
は
、

寺
院
の

経
済
活
動
と

理

解
す
べ

き

で

は

な

い
。

上

島
有
が

指
摘
し

て

い

る

よ

う
に、

寄
進
は

寺

院
財

産
の

蓄

積
や

僧
侶
の

利
益
の

た

め

で

は

な

く
、

法
会
の

開
催
や

経
典
の

読
誦
の

よ

う
な

、

一

切

衆
生
と

自
己

の

成
仏
の

た

め

の

利
他
行
と

し

て

行
わ

れ

る

の

で

あ
る

。

カ

ー

ル

・

ポ
ラ

ン

ニ

ー

が

指
摘
し

て

い

る

よ
う
に、

前
近
代
社

会
で

は
、

人
問
や

共
同
体
の

結
び
つ

き

の

中
に

経
済
的
関
係
は

埋
め

込
ま

れ、

〈

経

済
〉

と

い

う

独
自
の

領
域
が
存

在
し

て

い

た

わ
け
で

は

な

い
。

寄
進
は

、

土
地
や

財
貨
と

宗
教
が

も

た

ら

す
利
益
と

の

〈

交

換
〉

で

は

な

い

の

だ
。

し

た

が

っ

て

寄
進
の

理
解
に

は、

マ

ル

セ

ル

・

モ

ー

ス
、

今
村

仁
司、

蔵
持
重

裕
の

よ
う
な

「

贈
与
論
」

の

視
点
が

重

要
と

な

る
。

　

笠
松

宏
至
や

永

村
眞
が

指
摘
し

て

い

る

よ

う
に、

仏
・

菩
薩
等
に

対
す

る

寄
進
は、

土

地
や

財
貨
を

世

俗
的
な
入

間
関
係
の

領
域
外
に

「

仏
物
」

と

し

て

分
節
す
る
こ

と
で

あ
る

か

ら、

た
と

え

僧
侶
で

あ
っ

て

も、

そ
れ
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を
自
分
た

ち
の

利
益
の

た

め
に

自
由
に

処

分
す
る

こ

と

は

で

き

な
い

。

寄

進
さ
れ
る

土
地
や
財

貨
は、

施
主
の

誓
願
を

実
現
す
る

た
め
に

永
遠
に

保

持
さ
れ

な

け
れ
ば
な
ら
な
い

、

絶
対
に

失
っ

て

は

い

け
な
い

「

無
尽
財
」

で

あ
る

。

本
稿
で

は、

こ

の

よ

う
な

諸
点
に

留
意
し

な

が
ら、

日
本
中
世

の

寄

進
状
を

、

と

く
に

寄

進
者
の

誓
願
に

注
意
し

な

が

ら

解
読
し
て

み

る
。

な
お

本
稿
で

は、

『

鎌
倉
遺
文
』

（
以

下
『

遺
文
』

）

に

収
め
ら

れ

た

一

三

七

〇
余
通
の

寄
進

状
の

う
ち

、

高
野

山
御
影

堂
へ

の

寄
進

状
（

】

六

〇
通）

に

限
っ

て

検

討
す

る
。

　

空
海
の

墓
所
で

あ
っ

た

高
野
山
御
影
堂
は、

一

〇
世
紀
初
頭
以
降

、

空

海
が

そ
こ

で

禅
定
に

入
り、

生
き

続
け

て

い

る

と

す

る

入
定
信
仰
の

聖

地

へ

と

変
貌
し

て

い

く
。

高
野
山
は

生
身
の

菩
薩
11
空

海
に

ま
み

え、

空

海

の

庇

護
を

受
け
な
が

ら、

と

も
に

弥
勒
下
生

を

待
つ

特
別
な

聖

域
と

な

る
。

　

御
影
堂
へ

の

寄
進
の

主

要
な

も
の

は
、

 
陀
羅

尼
田

、

 
御
影

堂
前
石

燈
爐
燈

油
田
の

寄
進
で

あ
る

。

 
陀
羅
尼
田

へ

の

寄
進
状
で

は、

正

安
二

年
（
一

三

〇

〇）

の

「

頼
基

田

地

寄

進

状
」

（

『

遺
文
』

二

五

五

五

〇）

に
、

「

浄
仏
国
土
」

と

い

う
言
葉
が

使
わ

れ

て

い

る
こ

と

が

注
目
さ

れ
る

。

「

浄
仏

国
土
」

と

は
、

現

実
世
界
に

浄
土
を

出
現
さ

せ

る

こ

と

で

あ
る

。

陀
羅
尼
田

へ

の

寄
進
は

、

御
影
堂
で

「

仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
」

を

読
誦
す
る

こ

と
に

よ

り
、

衆
生
の

煩
悩
を

消
除
し

現
実
世
界
を

浄
土
化
し
て

い

く

利

他
行
と
い

う
こ

と

に

な
る

。

ま

た、

建
保
六

年
（
一

二
一

八
）

の

「

僧
実

鑁
田
地

寄
進
状
」

翁

遺
文
』

二

三

八

八
）

等
で

は、

空

海
を

「

三

地
」

の

菩
薩
と

位
置
づ

け
て

い

る

こ

と

が

注
意
さ

れ
る

。

こ

れ
は

す
で

に
、

一

〇

世
紀

後
半
成
立
の

空

海
に

仮
託
さ

れ
た

『

御
遺
告
』

に

見
ら

れ
る。

し
た

が

っ

て

御
影
堂
へ

の

土

地
の

寄
進
は、
「

三

地
」

の

菩
薩
で

あ

る

空
海
に

「

仏
物
」

と

し

て

寄
進

す
る

こ

と

に

な
る

。

　
 
石
燈

爐
燈
油
田
の

寄
進
状
の

な

か

に

は
、

弘
安
二

年
（

一

二

七

九
）

の

「

親
近

田
地

寄
進

状
」

（
『

遺
文
』

＝
二

七
四
→
）

の

よ

う
に

、

「

貧

女

の
一

燈
」

と

い

う
言

葉
を

使
っ

て

い

る
も
の

が
あ
る

。

「

貧
女
の
｝

燈
」

は
、

『

賢
愚
経
』

巻
第
三

に

あ

る
言

葉
で
、

貧
女
難

陀
が

、

わ
ず
か

に
→

燈
を

釈
尊
に

供
養
し
、

「

此
の

功
徳
を

以
っ

て

我
を
し

て

来
世
智
慧
の

照

し

を

得
て、

一

切
衆
生
の

垢
闇
を

滅
除
せ

し
め

よ
」

と

誓
願
し
た

こ

と

を

指
す

。

「

三

善
氏
田
地

寄
進

状
」

（
『

遺
文
』

＝
二

六

四
三
）

に

は
、

「

高
祖

の

引
接
を

蒙
り、

良
耀
の

菩
提
を

成
ぜ
む

が

為
な
り

」

と
あ
る

が、

こ

こ

で

は

空
海
が

救

済
者
と

し

て

記
述
さ

れ
て

い

る
。

こ

れ
は
、

空

海
の

詩
文

集
、

「

続
遍
照

発
揮
性
霊
集
補
闕
抄
』

巻
第
八

に

収
め

ら

れ

た
「

高
野

山

万
燈
会

願
文
」

の

な

か

に

あ
る、

「

虚
空

盡
き

、

衆
生
盡
き、

涅

槃
盡
き

な

ば、

我
が

願
ひ

も
盡
き

む
」

と

い

う
空
海
の

誓
願
の

働
き
を、

三

地
の

菩
薩
の

「

引
摂
」

と
理

解
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

　
以
上
の

よ

う
に

御
影

堂
へ

の

寄
進
は、

土
地
や

財
貨
を

〈

仏
物
〉

と

し

て

寄
進
す
る

も
の

で

あ
る

が
、

そ

れ
は
空
海
と

願
主
の

利
他
の

誓
願
と、

尊
勝
陀
羅
尼
や

燈
明
（
智
慧
）

の

光
に

よ
っ

て

世
界
を

浄
化
し

よ

う
と
す

る

釈

尊
の

誓
願
を

御
影
堂
に

寄
進
阿

「

よ
せ

た

て

ま

つ

る
」

こ

と

に

よ

っ

て
、

空

海
が

住
す
る
御
影
堂
を

中
心
と

す
る

高
野
山
に

浄
仏

国
土
を
建
立

し

よ
う
と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

（1477）385

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


